
可
制
小
股
怨
十

す
る
は
、
道
も
な
き
事
友
ら
し
。
叉
山
崎
氏
が
設
陀
、
茶
式
陀
委

〈
回
か
ピ
み
も
あ
り

.mk会
し
爺
法
も
し
り
.
歌
感
も
あ
る
も

の
を
、
和
備
と
云
。
能
相
醒
剛
一
醐
r咽
以
来
は
・
志
野
松
本
珠
光
-

M

和
鴎

利
休
共
人
な
り
と
ぞ
。
古
回
級
部
は
柳
田
四
功
あ
り
し
が
、
利

休
が
後
の
和
尚
・
な
り
。
名
陀
し
た
は
ぬ
事
ιな
ら
や
や
。
昔
芯
琳
法

師
.
州
制
耶
陀
あ
づ
か
り
椛
要
陀
焚
り
け
れ
ば
、
孔
頒
と
れ
を
燕
衣

の
宰
相
、
康
司
暗
所
を
失
ふ
と
い
へ
り
。
さ
れ
ば
も
の
L
ム
は
、
武

者
同
川
た
ん
ど
t
A

よ
ば
れ
ん
と
そ
而
目
友
ち
め
。
袈
裟
か
〈
る
伶
と

同
じ
〈
締
し
よ
ば
れ
て
、

い
み
じ
と
思
へ
る
、
志
有
る
人
は
、
か

た
は
ら
い
た
〈
思
ふ
べ
し
と
去
へ
り
。

布
は
民
問
軒
古
が
、
和
都
始
茶
耐
の
僚
下
に
紀
し
侍
り
。
A
M
札町

て
間
ら
〈
、
世
間
姫
径
の
玩
弄
多
吉
う
ち
に
、
茶
合
に
超
た
る

徒
事
は
あ
ら
宇
。
余
弱
冠
の
邸
、
山
地
州
が
家
流
を
汲
て
、
茶
屋

を
燐
へ
茶
務
を
貯
て
、
し
ぼ
/
¥
先
建
陀
図
み
て
弄
し
忙
、

日
共
伎
に
し
て
無
益
の
最
た
る
事
を
宛
え
て
止
邸
り
ぬ
。
共
後

図
初
の
大
老
本
多
佐
州
会
議
の
内
陀
錠
訴
ヨ
茶
合
の
非
主

倫
じ
、
政
相
中
陀
容
あ
る
縫
を
辿
べ
た
か
る
を
宕
て
、
世
道
に
志
あ

る
人
は
、
共
利
容
を
鱗
へ
四
位
る
h
s

革
、
陪
陀
符
合
す
る
ゆ
ゑ
ん

凶
四

を
感
じ
、
子
此
附
鍛
し
ね
。

B
此

mu古
問
織
部
都
陀
は
及
び
な

が
ら
・
小
郷
巡
州
を
和
倫
と
糾
す
る
を
ば
不
緋
己
と
は
・
小
川
酬

の
家
現
に
茶
法
の
家
を
立
て

、世
K
も
て
は
や
し
侍
る
ゆ
土
、
印

行
の
?
に
祢
み
.
h
も
ふ
所
あ
り
て
特
に
除
け
る
も
の
成
べ
し
。

、

一
日
の
始
の
事

一
日
の
始
の
都
、
予
の
正
初
刻
、
夜
の
凶
つ
停
を
以
て
す
べ
し
。
侶

宇
を
以
て
前
自
民
脇
し
、
牛
を
以
て
今
日
に
腐
す
る
儀
、
鹿
市
郵
の
定

法
な
れ
ば
、
九
時
中
一初
刻
を
以
て
今
日
の
始
と
す
る
都
可
也
。
是
放
に

暦
陀
節
気
を
分
ち
定
る
僚
下、

子
時
と
い
ひ
又
夜
子
時
と
い
ム
事
あ

り
。
直
陀
子
時
と
あ
る
は
‘
今
日
の
初
止
れ
ば
能
く
し
れ
た
る
事
也
。

夜
子
の
時
と
あ
る
は
、
今
日
の
夜
四
つ
砕
¥

子
の
初
の
刻
の
事
他
。

此
紛
あ
る
放
に
、
夜
の
宇
を
加
る
也
。
刻
制
を
以
て
紀
す
時
は
不
及
是

-
日
十
二
時
・放
に
で
も
鏑
に
て
も
、
九
八
七
六
五
・
凶
の

教
を
く
だ
す
事
・薮
海
州
曜
に
み
え
た
り
。
子
時
防
数
九
っ
と
定
め
、丑

也。に
は
こ
九
十
八
、
+
を
除
て
八
、
武
に
は
三
九
二
十
七
.
二
十
を
除

て
七
、
卯
に
は
四
九
三
十
六
、
三
十
を
除
て
六
.
反
K
は
五
九
四
十

五
、
凹
十
を
除
て
五
、
巴
に
は
六
九
五
十
問
、
五
十
を
除
て
四
、
午

未
・申
・
酉
成
・亥
の
六
時
も
亦
同
じ
。
有
理
氏
云
。
数
は
十
に
掛
る
。
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